
漢
語
　
の

　
　
　
　
　
領
掌
の
変
　
容

場
合

浅
　
　
野

敏
　
　
彦

　
漢
語
に
は
、
た
と
え
ぱ
、
勝
事
↓
笑
止
、
比
興
↓
卑
怯
、
進
退
↓
身
代
の
よ

う
に
、
目
本
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
く
過
程
で
、
意
味
・
用
法
が
変
わ
る
と

と
も
に
、
表
記
ま
で
を
も
変
え
る
語
が
多
く
み
ら
れ
る
。
い
ま
、
そ
う
し
た
例

の
ひ
と
っ
と
し
て
、
　
「
領
掌
」
と
い
う
語
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
語
史
を
た
ど
る

こ
と
に
１
よ
っ
て
、
漢
語
の
目
本
語
の
中
に
お
け
る
動
き
に
１
っ
い
て
、
考
察
の
目

を
む
け
て
み
よ
う
と
す
る
の
が
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
い
ま
、
領
掌
を
漢
語
と
し
た
が
、
こ
の
語
は
、
中
国
に
お
げ
る

漢
籍
、
仏
典
に
そ
の
用
例
が
み
い
だ
せ
な
い
わ
け
で
あ
り
、
は
た
し
て
、
中
国

か
ら
入
っ
て
き
た
　
　
漢
籍
、
仏
典
等
に
典
拠
の
あ
る
漢
語
で
あ
る
か
否
か
に

っ
い
て
は
、
そ
の
い
ず
れ
と
も
断
定
し
か
ね
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
漢
語

と
す
る
こ
と
に
っ
い
て
は
問
題
が
残
る
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
、
括
弧
っ
き
の

　
　
　
　
　
漢
語
の
変
容

「
漢
語
」
と
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
『
侃
文
韻
府
』
を
は
じ
め
、
文
選
、
玉
台
新
詠
、
遊
仙
窟
、
楚
辞
、
柳
宗
元

集
、
捜
神
記
、
列
女
伝
、
十
三
経
な
ど
を
既
刊
の
漢
字
索
引
に
よ
っ
て
み
て
み

る
に
、
領
掌
は
な
い
。
ま
た
、
『
漢
詩
大
観
』
の
索
引
に
毛
み
え
な
い
し
、
総

索
引
で
は
な
い
が
、
中
国
中
世
文
学
研
究
会
刊
行
の
『
六
朝
古
小
説
語
彙
集
』

『
三
国
志
語
彙
集
』
『
三
国
志
斐
氏
注
語
彙
集
』
『
高
憎
伝
語
彙
集
』
等
に
も
掲

出
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
『
大
漢
和
辞
輿
』
（
大
修
館
書
店
）
は
、
領
掌
の
項

目
を
た
て
て
は
い
る
が
、
中
国
の
用
例
を
引
用
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
『
新
字

源
』
『
学
研
漢
和
大
辞
典
』
で
は
、
項
目
そ
れ
自
体
が
た
て
ら
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

　
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
領
掌
は
、
尾
籠
、
焼
亡
の
よ
う
に
、
日
本
で
二

字
連
結
さ
れ
、
音
読
さ
れ
た
和
製
漢
語
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
く
る
。
後
に
指
摘

す
る
よ
う
に
１
、
目
本
の
文
献
に
は
、
古
文
書
に
よ
く
出
る
語
で
あ
る
の
で
、
あ

る
い
は
、
中
国
に
１
お
い
て
も
、
古
文
書
類
に
は
み
え
る
可
能
性
が
あ
る
か
と
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三



　
　
　
　
漢
語
の
変
容

い
仁
井
田
陞
氏
『
唐
宗
法
律
文
書
の
研
究
』
所
載
の
文
書
、
『
唐
文
拾
遺
』
の

一
部
を
調
査
し
た
が
、
み
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
、
　
「
恩
漢
」

の
よ
う
に
、
中
国
の
多
く
の
文
献
に
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
た
い
も
の
の
、

『
偏
文
韻
府
』
に
、
　
『
通
典
』
か
ら
引
用
さ
れ
た
例
が
一
例
掲
載
さ
れ
て
い
る

　
　
　
　
　

こ
と
も
あ
り
、
領
掌
を
和
製
漢
語
と
す
る
こ
と
に
っ
い
て
は
、
し
ぱ
ら
く
保
留

し
て
お
き
た
い
。

　
『
経
籍
纂
話
』
に
よ
る
と
、
「
領
」
は
、
『
礼
記
仲
尼
燕
居
』
に
、
〈
猶
治

也
Ｖ
と
あ
り
、
　
「
掌
」
は
、
　
『
広
雅
釈
詰
』
に
く
主
也
Ｖ
と
あ
る
。
本
義
は
、

『
説
文
解
字
』
が
示
す
よ
う
に
、
〈
頸
Ｖ
で
あ
り
、
〈
手
中
Ｖ
で
あ
ろ
う
が
、

領
掌
の
例
は
、
そ
れ
で
は
解
釈
で
き
な
い
の
で
、
転
義
の
「
治
め
る
」
「
っ
か

さ
ど
る
」
の
意
味
で
解
す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。
藤
堂
明
保
、
小
林
博
『
音

注
韻
鏡
校
本
』
に
よ
る
と
、
　
「
領
」
は
、
Ｈ
｛
８
で
、
上
声
、
静
韻
で
あ
る
。

「
掌
」
は
、
昌
ｇ
で
、
上
声
、
養
韻
で
あ
る
。
日
本
漢
字
音
で
は
、
類
聚
名

　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ヤ
ウ
　
　
　
　
　
＠

義
抄
に
は
、
〈
領
　
音
冷
Ｖ
（
仏
下
本
２
４
）
、
〈
掌
　
音
賞
Ｖ
（
仏
下
本
３
８
）
と

み
え
る
。
前
田
家
本
色
葉
字
類
抄
に
は
、
〈
リ
ヤ
ウ
シ
ヤ
ウ
Ｖ
と
み
え
る
。
た

お
、
字
類
抄
の
こ
の
語
に
は
、
声
点
が
施
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
連
濁
し
て
い

た
か
否
か
に
っ
い
て
は
、
判
断
で
き
な
い
。

　
　
　
　
二

　
以
下
、
時
代
順
に
領
掌
に
っ
い
て
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四

　
上
代
の
文
献
に
は
、
領
掌
と
い
う
二
字
連
結
の
語
は
無
い
よ
う
で
あ
る
。
領

は
、
目
本
書
紀
に
、

　
　
○
故
汝
専
領
二
東
国
一
是
以
、
御
諸
別
王
、
承
二
天
皇
命
↓

　
　
　
且
欲
１
成
二
父
業
↓
　
（
巻
七
　
景
行
紀
　
五
六
年
八
月
）

　
　
　
乃
相
謂
之
目
。
領
二
制
吾
国
一
天
皇
既
崩
。
時
不
レ
可
レ
失

　
　
　
也
。
乃
相
聚
結
、
侵
二
窟
傍
郡
ぺ
　
（
巻
一
四
　
雄
略
紀
　
二

　
　
　
三
年
八
月
）

　
　
　
　
　
　
＠

と
み
え
る
。
兼
右
本
で
は
、
各
々
、
ヲ
サ
メ
ヨ
、
ス
ヘ
ヲ
サ
メ
玉
フ
、
雄
略
紀

　
　
　
　
　
　
　

の
例
は
、
図
書
寮
本
で
は
、
ス
ヘ
ラ
ヲ
サ
メ
タ
マ
フ
と
あ
る
。
一
方
、
掌
は
、

応
神
紀
に
、

　
　
　
即
目
、
任
二
大
山
守
命
一
令
レ
掌
二
山
川
林
野
↓
（
巻
十
応

　
　
　
神
紀
　
四
〇
年
正
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
み
え
る
。
兼
右
本
は
無
訓
で
あ
る
が
、
寛
文
版
は
、
ツ
カ
サ
ド
ラ
シ
ム
と
訓

じ
て
い
る
。

　
平
安
時
代
以
後
、
領
掌
の
例
は
頻
出
す
る
。
管
見
に
入
っ
た
も
っ
と
も
早
い

例
は
、
弘
仁
年
間
に
出
さ
れ
た
太
政
官
符
に
み
え
る
例
で
、
土
地
を
領
有
す
る

意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
　
＠
被
レ
下
二
宣
旨
刈
為
二
不
輸
祖
田
↓
無
二
国
郡
之
妨
一
領
掌
、

　
　
　
全
令
レ
運
二
進
子
物
一
也
。
（
平
安
遺
文
第
一
巻
二
五
頁
）

次
の
　
も
同
様
で
あ
る
。



　
　
　
　
因
以
二
去
昌
泰
三
年
一
遣
。
使
勘
弁
、
隻
随
二
国
郡
判
一
行
、

　
　
　
　
且
頗
領
掌
。
難
レ
然
所
レ
遺
之
地
、
其
数
不
レ
．
少
、
而
或

　
　
　
　
称
二
王
臣
家
一
也
、
或
号
二
百
姓
治
田
↓
強
致
二
執
論
一
不
。

　
　
　
　
令
二
領
掌
↓
　
（
因
幡
国
司
解
　
延
喜
五
・
一
一
・
二
　
平
安
遺
文

　
　
　
　
第
一
巻
　
二
八
六
頁
）

　
＠
、
＠
を
は
じ
め
と
し
て
、
　
『
平
安
遺
文
』
の
索
引
に
よ
る
と
、
六
四
〇
余

り
の
用
例
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
荘
園
制
が
、
律
令
制
の
崩
壊
と
と
も
に
発

達
し
、
土
地
の
所
有
を
め
ぐ
る
争
い
が
多
く
な
り
、
訴
訟
、
調
停
な
ど
の
文
書

も
そ
れ
に
っ
れ
て
多
く
な
り
、
そ
こ
に
ー
、
領
掌
が
用
い
ら
れ
た
と
い
う
事
情
に

よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
逆
に
い
え
ぱ
、
班
田
制
の
下
で
は
、
こ
の
語
が
用
い

ら
れ
た
か
っ
た
と
も
い
え
、
そ
う
い
う
意
味
で
、
上
代
の
文
献
に
は
出
現
し
な

い
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
さ
て
、
古
文
書
に
、
そ
れ
も
、
荘
園
関
係
の
も
の
に
み
え
る
こ
の
語
の
性
格

は
、
色
葉
字
類
抄
の
「
リ
」
の
畳
字
門
に
お
い
て
、
〈
庄
園
分
Ｖ
と
注
文
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
に
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　
　
ウ
ケ
シ
レ

　
　
＠
領
知
リ
ャ
ウ
チ
　
領
掌
凹
甘
帥
馳
肘
ウ

　
領
掌
は
、
古
文
書
の
み
で
な
く
、
将
門
記
、
左
経
記
や
、
　
『
目
本
国
語
大
辞

典
』
が
引
く
よ
う
に
、
権
記
た
ど
に
も
み
え
る
の
で
あ
る
が
、
左
経
記
、
権
記

の
例
は
、
古
文
書
の
例
と
同
様
、
い
ず
れ
も
所
領
の
所
有
に
－
っ
い
て
の
記
事
で

あ
り
（
寛
仁
元
・
十
一
・
八
・
長
保
二
・
九
・
八
）
、
単
に
、
物
を
所
有
す
る

　
　
　
　
　
漢
語
の
変
容

意
味
で
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
将
門
記
の
領
掌
は
、
土
地
の
所
有
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

こ
と
で
は
た
く
、
国
や
印
鑑
の
所
有
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
真
福
寺
本

で
は
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ル
　
　
　
　
ヲ

　
　
　
¢
放
逸
之
朝
、
領
－
掌
印
鐙
一
（
〃
行
）

　
　
　
　
チ
　
　
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
メ
テ

　
　
　
＠
討
取
渤
海
里
攻
東
丹
国
一
領
掌
也
．
（
洲
行
）

　
古
文
書
の
領
掌
に
は
、
国
を
所
有
す
る
と
い
う
用
法
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な

場
合
は
、
領
知
が
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
ゆ
、
ゆ
）
。
ま
た
、
印
鐙

た
ど
、
土
地
以
外
の
も
の
を
所
有
し
た
と
す
る
よ
う
な
例
は
み
ら
れ
た
い
。
で

は
、
将
門
記
の
よ
う
に
、
土
地
以
外
の
も
の
を
所
有
す
る
意
味
で
の
用
法
が
、

領
掌
の
用
法
の
広
が
り
と
考
え
る
べ
き
な
の
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
そ
う
で
は

な
く
、
将
門
記
の
作
者
が
、
当
時
の
官
符
文
に
用
い
ら
れ
て
い
た
語
を
使
っ
た

と
こ
ろ
、
官
符
文
と
は
違
う
用
法
で
使
用
し
た
と
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。

将
門
記
の
作
者
が
、
官
符
文
に
用
い
ら
れ
て
い
る
語
を
使
っ
て
い
る
こ
と
に
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

い
て
は
、
　
「
恩
漢
」
を
例
に
し
て
、
別
稿
で
考
察
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
リ

　
な
お
、
　
、
＠
の
領
掌
は
、
＠
が
、
揚
守
敬
旧
蔵
本
で
は
、
〈
領
掌
也
Ｖ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ル

と
あ
る
こ
と
や
、
¢
の
く
領
掌
Ｖ
か
ら
、
サ
変
動
詞
と
し
て
よ
ま
れ
て
い
た

で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

　
平
仮
名
文
に
は
、
領
掌
、
あ
る
い
は
、
領
掌
す
が
出
て
こ
た
い
の
は
当
然
で

あ
る
が
、
　
「
領
ず
」
は
、
蜻
輪
日
記
、
源
氏
物
語
、
大
鏡
に
あ
り
、
　
に
示
し

た
源
氏
物
語
の
例
は
、
古
文
書
に
み
え
る
領
掌
に
近
い
用
法
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五



　
　
　
　
　
漢
語
の
変
容

　
　
　
　
り
や
う
　
　
　
　
　
み
し
や
う
　
　
　
み
ま
き

　
　
　
　
領
じ
給
ふ
御
庄
、
御
牧
よ
り
は
じ
め
て
、
さ
る
べ
き
所
々
の
券
た
ど
、

　
　
　
　
み
な

　
　
　
　
皆
た
て
ま
っ
り
お
き
給
ふ
。
　
（
須
磨
）

＠
の
大
政
官
符
の
例
な
ど
も
、
　
「
領
ず
」
と
訓
ん
だ
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
書

紀
の
兼
右
本
の
よ
う
に
訓
ん
だ
と
す
れ
ぱ
、
　
「
ヲ
サ
メ
テ
」
で
あ
る
。

　
　
　
＠
五
畿
内
百
娃
軒
一
隠
絶
戸
｛
私
領
二
其
田
一
多
者
五
六

　
　
　
　
百
姻
、
少
者
八
九
十
戸
。
　
（
貞
観
一
七
・
八
・
二
二
　
類
聚

　
　
　
　
　
　
＠

　
　
　
　
三
代
格
）

　
さ
ら
に
、
＠
の
権
記
の
例
は
、
　
「
領
ず
」
と
「
領
掌
す
」
と
の
用
法
の
類
似

を
よ
く
表
わ
し
て
い
る
。

　
　
　
＠
左
大
臣
被
奏
云
、
中
官
権
亮
則
忠
朝
臣
申
云
、
件

　
　
　
宅
本
難
二
則
忠
之
所
７
領
、
至
今
成
房
朝
臣
所
二
領
掌
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
　
　
也
。
　
（
権
記
　
長
保
二
・
九
・
八
）

　
右
に
指
摘
し
た
領
掌
す
と
領
ず
と
の
用
法
の
類
似
は
、
伊
呂
波
字
類
抄
の
配

列
か
ら
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
二
巻
本
、
世
俗
字
類

抄
が
、
領
知
、
領
掌
を
畳
字
門
に
入
れ
、
領
は
、
リ
ョ
ウ
ス
と
訓
を
付
し
て
、

辞
字
の
と
こ
ろ
に
掲
げ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
伊
呂
波
字
類
抄
は
、
領
掌
を
辞

字
の
と
こ
ろ
で
掲
げ
、
畳
字
門
に
は
、
領
掌
以
外
の
、
領
を
前
項
と
す
る
二
字

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

漢
語
（
「
漢
語
」
）
を
四
語
掲
げ
て
い
る
（
表
１
）

諸
　
　
本

一
辞
字
門
一
畳

字

門

五
六

１表

川
瀬
一
馬
氏
蔵
本

一
領
芦
ス

一
領
掌

二
　
巻
　
　
本

一
鶴
ウ
ス
　
一
鍵
襲
ヤ
ウ

三
巻
本
一
領
－
ヤ
ウ
ス
一簸
－
ヤ
ウ
チ
領
掌
啓
影
肘
ウ

世
俗
字
類
抄
一
領
　
　
一
領
知
－
掌

十
巻
本
一
伊
呂
波
一
一
領
碁
ウ
ス
一

領
鶏
々
知
、
状

　
以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
平
安
時
代
の
領
掌
は
、
将
門
記
の
よ
う
次
例
も
み
ら

れ
は
す
る
が
、
土
地
を
所
有
す
る
意
味
で
用
い
ら
れ
た
語
で
あ
っ
た
。

三

　
次
の
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
も
、
古
文
書
に
見
る
か
ぎ
り
で
は
、
領
掌
の
上
に

変
化
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
い
ま
、
　
「
古
文
書
に
見
る
か
ぎ
り
で
は
」
と
限

定
し
た
の
は
、
古
文
書
以
外
で
は
変
化
が
見
ら
れ
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
一
二
三
二
年
に
六
十
歳
で
没
し
た
明
恵
上
人
の
『
夢
記
』
で
あ
る
。
そ
こ

に
は
、
土
地
を
所
有
す
る
の
と
は
全
く
違
っ
た
意
味
の
例
が
み
え
る
の
で
あ
る
。

索
引
に
ょ
れ
ぱ
、
領
掌
は
二
例
あ
る
が
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
、
土
地
を
所
有
す

る
意
味
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
＠
然
ハ
糸
惜
セ
ム
ト
云
フ
、
女
形
聞
之
、
甚
快
心
之
気
色
ア
リ
テ
、
ウ

　
　
　
ナ
ツ
キ
テ
、
然
ハ
可
有
御
糸
惜
ト
云
フ
、
予
領
掌
之
、
忽
反
成
生
身

　
　
　
女
人
、
（
第
十
篇
　
１
３
ウ
）



　
　
　
＠
坐
禅
後
眠
夢
云
、
故
行
位
律
師
以
大
師
梵
網
経
於
高
尾
鷺
籠
居
シ
テ

　
　
　
　
い
埜
言
、
奉
読
比
跣
、
高
弁
領
掌
之
、
取
其
本
之
、
不
思
議
霊
本
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
　
　
　
（
第
十
篇
　
２
３
オ
）

　
＠
の
例
は
、
文
脈
上
、
女
形
の
く
ウ
ナ
ソ
キ
テ
Ｖ
に
対
応
す
る
と
思
わ
れ
、

＠
の
例
も
、
同
様
に
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
承
諾
す
る
の
意
味
で

使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
明
恵
上
人
夢
記
の
成
立
し
た
こ
の
時
代
の
領
掌
は
、
古
文
書
に
お
い
て
は
、

平
安
時
代
と
同
じ
意
味
・
用
法
で
あ
り
、
土
地
を
所
有
す
る
こ
と
に
っ
い
て
用

い
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ぱ
、
＠
、
＠
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
◎
右
、
晴
専
相
伝
領
掌
也
。
而
為
二
堂
修
造
一
沽
一
却
宗

　
　
　
　
厳
院
一
也
。
（
鎌
倉
遺
文
二
一
巻
一
七
二
）

　
　
　
＠
右
、
水
田
者
、
浄
善
相
伝
之
私
領
也
。
年
来
領
掌
之

　
　
　
　
問
、
無
二
他
妨
↓
（
鎌
倉
遺
文
　
二
一
巻
　
一
五
八
七
四
）

　
で
は
、
鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
、
領
掌
は
、
平
安
時
代
以
来
の
土
地
を
所
有
す

る
意
味
に
加
え
て
、
あ
ら
た
に
承
諾
す
る
と
い
う
意
味
を
派
生
さ
せ
、
多
義
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

に
た
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
っ
ま
り
、
領
掌

、に
、
明
恵
上
人
が
用
い
た
よ
う
な
承
諾
す
る
の
意
味
が
あ
ら
た
に
生
じ
た
と
い

う
の
で
は
た
い
。
じ
つ
は
、
明
恵
上
人
夢
記
の
領
掌
は
、
本
来
は
、
「
領
状
」

と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
な
の
で
あ
る
。
領
状
は
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
　
＠
尊
恵
イ
ナ
ミ
申
ヘ
キ
事
ナ
ラ
ネ
ハ
領
状
ノ
請
文
を
書
テ
奉
ル
ト
、
ミ
テ

　
　
　
　
　
漢
語
の
変
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
　
　
　
サ
メ
ニ
ケ
リ
（
延
慶
本
平
家
物
語
第
三
本
４
４
ウ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
　
＠
領
状
の
時
は
、
う
な
じ
を
つ
く
也
（
名
語
記
　
巻
九
）

　
＠
、
＠
の
明
恵
上
人
夢
記
の
例
は
、
名
語
記
の
記
述
す
る
と
こ
ろ
で
解
釈
で

き
る
も
の
で
あ
り
、
前
述
の
よ
う
に
１
、
領
状
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
も

っ
と
も
、
＠
、
◎
の
例
が
、
領
掌
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
の
で
あ
れ
ぽ
、

右
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
＠
の
平
安
時
代
の
例

に
、
領
状
が
承
諾
す
る
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
＠
、
◎
が
、
領

掌
を
誤
っ
て
領
状
と
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
＠
且
触
遣
二
国
司
之
慮
一
可
レ
奉
！
造
二
御
山
頂
一
之
由
、
領

　
　
　
状
已
畢
。
　
（
平
安
遣
文
　
一
〇
巻
補
一
二
二
）

　
と
こ
ろ
で
、
領
状
は
、
色
葉
字
類
抄
の
三
巻
本
で
は
、
「
雑
都
」
に
分
類
さ

れ
て
い
て
、
「
地
都
庄
園
分
」
と
さ
れ
た
領
掌
と
は
異
な
る
語
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
声
点
が
付
さ
れ
て
い
て
、
リ
ャ
ウ
ジ
ャ
ウ
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
領

掌
が
連
濁
を
お
こ
し
て
い
な
か
っ
た
な
ら
ぱ
、
意
味
、
表
記
ぱ
か
り
で
な
く
、

発
音
の
上
で
も
、
領
状
は
領
掌
と
重
た
る
と
こ
ろ
の
無
い
語
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
領
状
は
、
古
文
書
や
語
彙
集
型
の
往
来
に
も
あ
り
、
後
者
に
み
え
る
配

列
よ
り
す
る
と
、
意
味
は
、
名
語
記
に
あ
る
の
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。

　
　
＠
可
レ
令
レ
勤
二
仕
夫
役
一
之
旨
、
被
二
加
下
知
一
之
虚
、
毎
度
三

　
　
　
人
條
、
難
レ
堪
之
次
第
也
、
毎
度
二
人
於
可
レ
進
之
由
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七



　
　
　
　
漢
語
の
変
容

　
　
　
申
二
領
状
一
畢
。
　
（
鎌
倉
遺
文
　
二
一
巻
　
一
五
八
九
二
）

　
　
ゆ
…
…
領
状
　
承
諾
　
承
引
進
奉
　
承
伏
約
束
　
一
諾
…
…
（
消

　
　
　
　
＠

　
　
　
息
詞
）

　
領
掌
は
、
色
葉
字
類
抄
の
配
列
と
同
じ
く
く
領
知
領
掌
Ｖ
と
し
て
い
る
拾

要
抄
以
外
に
、
往
来
物
に
は
出
て
こ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
、
明
恵
上
人
夢
記
は
、
領
状
を
誤
っ
て
領
掌
と
表
記
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
＠

い
る
と
み
ら
れ
る
が
、
東
鑑
に
用
い
ら
れ
て
い
る
領
掌
と
領
状
と
は
＠
、
ゆ
の

よ
う
に
、
意
味
上
区
別
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ム
リ
ヤ
ウ
シ
ヤ
ウ

　
　
＠
或
以
二
本
所
一
円
之
地
一
。
就
二
彼
和
与
状
↓
令
二
領
－
掌
↓

　
　
　
凡
式
－
目
者
・
貞
永
元
年
也
。
其
以
－
後
号
二
罪
跡
↓
不
！

　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ハ
　
ル
一
一

　
　
　
申
二
事
－
由
↓
於
レ
令
二
領
知
一
・
尤
可
レ
為
二
過
－
怠
↓
（
仁
治
四
・
一

　
　
　
一
・
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ヤ
ウ
　
　
ス

　
　
ゆ
六
－
條
－
殿
造
－
営
之
－
時
・
諾
－
国
－
皆
領
－
状
。
一
－
国
有
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ウ
ダ
ク
セ

　
　
　
申
－
旨
↓
轍
不
二
承
諾
↓
（
文
治
六
・
二
・
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
ト
リ
ヤ
ウ
　
シ
ヤ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

　
た
だ
し
、
領
掌
に
は
く
成
－
経
難
！
令
レ
領
－
「
掌
地
－
頭
－
職
一
Ｖ
（
文
治
四

・
八
・
二
〇
）
の
よ
う
な
引
き
受
げ
る
、
承
諾
す
る
の
意
味
と
解
さ
れ
る
例
が

あ
る
。
＠
の
古
文
書
の
例
た
ど
も
類
例
で
あ
る
。

　
　
＠
可
レ
令
三
早
平
家
政
領
コ
知
下
野
国
中
泉
西
荒
内
富

　
　
　
吉
東
西
郷
、
越
後
国
白
河
庄
内
山
浦
四
箇
条
（
中

　
　
　
略
）
等
一
地
頭
職
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八

　
　
　
　
右
任
二
亡
父
大
見
肥
後
民
部
大
夫
行
定
法
師
雛
酩

　
　
　
弘
安
四
年
四
月
廿
六
目
・
同
六
年
四
月
五
目
譲

　
　
　
状
等
↓
為
二
彼
職
一
可
レ
令
二
領
掌
一
之
状
、
所
レ
仰
如
。
件
、
以

　
　
　
下
、
　
（
将
軍
家
政
所
下
文
　
弘
安
十
・
十
・
八
　
鎌
倉
遺
文
　
二
一

　
　
　
巻
ニ
ハ
三
五
五
）

　
＠
と
同
類
型
の
文
書
が
ゆ
で
あ
る
が
、
こ
こ
の
例
は
、
土
地
を
所
有
す
る
意

味
で
使
わ
れ
て
い
る
。

　
　
＠
可
下
早
以
二
藤
原
惟
致
｛
領
中
－
知
安
芸
国
高
屋
保
、
上

　
　
　
総
国
桜
屋
郷
、
越
中
国
油
田
條
上
事

　
　
　
　
右
、
任
二
舎
兄
惟
長
弘
安
元
年
十
二
月
十
五
目
譲

　
　
　
状
一
、
可
。
令
二
領
掌
一
之
状
、
依
レ
仰
下
知
如
レ
件
、
（
関
東
下
知

　
　
　
状
　
弘
安
九
・
五
・
三
　
鎌
倉
遺
文
　
二
一
巻
　
一
五
八
八
九
）

　
例
外
は
あ
る
に
し
て
も
、
鎌
倉
時
代
で
は
、
領
掌
と
領
状
と
が
混
同
さ
れ
る

こ
と
は
、
古
文
書
に
お
い
て
は
た
か
っ
た
と
い
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
文
学
作
品

で
は
、
語
り
物
、
諸
本
の
成
立
年
代
た
ど
の
問
題
が
介
在
し
て
い
て
、
成
立
当

時
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
が
、
も
う
ひ
と
っ
は
っ
き
り
と
は
し
て
い
な
い
の
で
あ

る
が
、
領
掌
と
領
状
と
が
混
在
し
て
い
る
保
元
物
語
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
宝
徳
本
と
称
さ
れ
て
い
る
陽
明
文
庫
乙
本
の
保
元
物
語
に
は
領
掌
、
領
状
の

表
記
が
一
例
ず
っ
み
え
る
。
意
味
は
、
承
諾
す
る
の
意
味
で
あ
る
か
ら
、
＠
も

領
状
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。



　
　
　
＠
日
来
ハ
仙
洞
へ
参
由
領
掌
申
た
り
げ
る
が
（
上
二
九
オ
）

　
　
　
＠
や
う
く
に
教
訓
を
語
ら
れ
げ
る
あ
ひ
た
ち
か
ら
な
く
し
て
領
状
し

　
　
　
　
此
上
は
の
か
る
上
虚
な
し
と
て
（
上
三
ニ
オ
）

な
お
、
＠
に
該
当
す
る
箇
所
に
っ
い
て
い
え
ぱ
、
金
比
羅
本
は
「
領
掌
」
、
鎌

倉
本
は
「
領
状
」
と
な
っ
て
い
る
。

保
元
物
語
の
例
は
、
諸
本
間
に
異
同
が
あ
り
、
鎌
倉
時
代
に
領
掌
が
、
承
諾

の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
確
実
な
例
は
、
自
筆
本
の
残
っ
て
い
る
明
恵
上
人
夢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

記
の
み
で
あ
る
。
平
家
物
語
で
は
、
＠
の
例
を
、
竹
柏
園
本
は
く
慈
心
坊
ハ
夢

ノ
中
二
領
掌
ノ
御
請
ヲ
申
畢
Ｖ
と
す
る
が
、
竹
柏
園
本
と
同
系
統
で
あ
り
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ケ

れ
よ
り
古
い
と
さ
れ
る
屋
代
本
に
は
、
〈
慈
心
坊
夢
中
領
状
御
請
申
畢
Ｖ
と
領

状
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
十
訓
抄
（
書
陵
部
蔵
）
、
古
今
著
聞
集
（
書
陵
都
（
一
）
本
）
に
は
、
領
状
が

み
え
る
。

四

　
室
町
時
代
の
中
頃
以
降
、
十
六
世
紀
に
入
る
と
、
領
掌
は
、
古
文
書
に
１
お
い

て
も
、
承
諾
す
る
意
味
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
管
見
の
か
ぎ
り
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

文
明
四
年
（
一
四
七
二
）
の
朝
倉
孝
景
所
領
安
堵
状
あ
た
り
を
最
後
と
し
て
、

一
五
〇
〇
年
代
に
入
る
と
、
領
掌
は
、
土
地
を
所
有
す
る
意
味
で
は
な
く
、
承

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

諾
す
る
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
九
条
家
文
書
の
日
根
荘
関
係
の

　
　
　
　
　
漢
語
の
変
容

文
書
で
み
て
み
る
に
、
一
四
一
三
年
の
も
の
は
、
〈
開
発
領
掌
Ｖ
と
土
地
所
有

の
意
味
で
あ
る
が
、
一
五
〇
三
年
の
文
書
で
は
、
＠
に
示
し
た
よ
う
に
、
承
諾
す

る
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。
同
文
書
に
は
、
〈
不
承
引
申
侯
時
老
Ｖ
と
も
み
え
、

〈
領
掌
申
か
た
き
御
事
侯
Ｖ
は
こ
れ
と
同
義
の
表
玩
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
ゆ
何
と
被
仰
侯
と
も
、
領
掌
申
か
た
き
御
事
侯
、
何
と
て
申
も
わ
げ
ら

　
　
　
　
れ
侯
ハ
す
哉
、
一
向
其
の
御
は
た
ら
き
不
心
得
申
侯

　
目
本
古
典
文
学
大
系
が
底
本
と
し
て
い
る
太
平
記
の
慶
長
八
年
片
仮
名
交
り

十
二
行
古
活
字
本
で
は
、
〈
事
安
ゲ
ニ
領
掌
申
テ
已
が
役
所
ヘ
ゾ
帰
ケ
ル
Ｖ

（
巻
七
　
新
田
義
貞
賜
二
総
旨
一
事
）
と
く
秀
郷
一
義
モ
不
■
請
「
子
細
有
マ
ジ
」

ト
領
状
シ
テ
Ｖ
（
巻
一
五
　
三
井
寺
合
戦
井
当
寺
撞
鐘
事
付
俵
藤
太
事
）
と
、

領
掌
、
領
状
の
二
表
記
が
み
え
る
。
諸
本
の
異
同
を
巻
七
の
例
で
み
る
と
、
神

　
ゆ
　
　
　
　
＠
　
　
　
　
＠

田
本
、
玄
玖
本
、
米
沢
本
な
ど
古
態
本
と
さ
れ
る
も
の
は
、
「
領
状
」
と
あ
り
、

慶
長
八
年
刊
古
活
字
本
と
同
様
、
流
布
本
と
さ
れ
る
無
刊
記
古
活
字
本
（
陽
明

　
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魯
　
　
　
　
ゆ

文
庫
）
で
は
、
　
「
領
掌
」
と
な
っ
て
い
る
。
義
輝
本
、
天
正
本
は
、
こ
の
本
文

を
持
っ
て
い
な
い
。
右
の
事
実
か
ら
す
る
と
、
流
布
本
に
よ
っ
て
、
領
状
が
領

掌
と
改
変
さ
れ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
玄
玖
本
、
米
沢
本
も
、
巻
十

一
「
五
大
院
衛
門
宗
繁
相
模
太
郎
事
」
に
は
、
領
掌
の
表
記
が
み
ら
れ
る
の
で
、

そ
う
と
も
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
義
輝
本
は
領
掌
、
天
正
本
は
領
状
と
な
っ
て

い
る
。

　
太
平
記
の
よ
う
に
表
記
が
定
っ
て
い
な
い
の
は
、
明
徳
記
に
つ
い
て
も
同
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九



　
　
　
　
　
漢
語
の
変
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

で
、
初
稿
本
の
お
も
か
げ
を
伝
え
て
い
る
と
さ
れ
る
群
書
類
従
本
に
は
、

　
　
　
ゆ
費
ノ
勤
メ
成
ケ
レ
バ
、
一
往
ノ
思
案
ニ
モ
及
バ
ズ
、
擁
テ
領
掌
シ
給

　
　
　
　
ヒ
テ
、
合
戦
ハ
十
二
月
廿
七
目
ト
定
テ
（
上
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

と
あ
る
が
、
再
稿
本
の
陽
明
文
庫
本
は
、
領
状
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
宝
徳
本
保
元
物
語
に
領
掌
、
領
状
の
両
例
み
え
る
の

は
、
一
五
世
紀
半
ぱ
と
い
う
書
写
年
代
に
よ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
右
の
よ
う
な
領
掌
、
領
状
の
二
表
記
の
並
存
は
、
文
明
本
節
用
集
の
次
の
例

か
ら
も
う
か
が
え
る
。

　
　
　
劉
縦
ウ
ー
畿
難
－
知
一
－
態
芸
門
一

　
　
　
　
〃
片
〃
サ
ム

　
こ
の
時
期
、
領
掌
は
、
リ
ヤ
ウ
ジ
ヤ
ウ
と
連
濁
し
て
い
た
こ
と
は
、
領
状
と

の
混
同
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
た
と
え
ぱ
、
　
「
領
常
」
と
い
う
表
記
の
存
在
で

あ
る
。

　
　
　
ゆ
又
別
人
よ
り
扶
持
す
へ
き
事
、
本
主
人
江
案
内
あ
り
て
、
領
掌
た
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
ハ
、
相
互
に
許
容
た
る
ヘ
シ
（
相
良
氏
法
度
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

右
の
領
掌
が
、
慶
応
大
学
図
書
館
本
で
は
、
領
常
と
あ
る
と
い
う
。
古
活
字
本

　
　
＠

史
記
抄
に
も

　
　
　
＠
約
セ
ウ
ト
請
タ
レ
ト
モ
不
聴
カ
今
ハ
領
常
シ
タ
ハ
恐
テ
（
史
記
抄

　
　
　
　
高
祖
本
紀
）

掌
と
常
と
は
、
字
体
の
類
似
に
よ
る
誤
り
で
も
あ
ろ
う
が
、
領
掌
が
、
リ
ヨ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

ジ
ョ
ウ
と
連
濁
し
て
い
た
こ
と
が
、
そ
の
誤
り
を
「
支
え
た
」
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
玄
玖
本
太
平
記
に
、
〈
子
細
侯
ハ
シ
ト
領
掌
シ
テ
Ｖ
（
巻
十
一
）
と
あ

る
。　

文
明
本
節
用
集
が
、
領
状
を
項
目
と
し
て
た
て
、
〈
或
作
領
掌
Ｖ
と
し
て
い

る
こ
と
は
、
本
来
、
領
状
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
に
、
領
掌
が
進
出
し
て
き
た
状

況
を
表
わ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
領
掌
が
、
土
地
を
所
有
す
る
意
味
か
ら
、
承
諾
す
る
意
味
へ
と
変
化
し
た
の

は
、
領
掌
そ
の
も
の
の
意
味
変
化
で
は
な
か
っ
た
。
諸
本
問
に
異
同
の
み
ら
れ

る
文
学
作
品
に
お
い
て
、
領
状
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
に
領
掌
が
使
わ
れ
て
い
る

時
期
で
も
、
土
地
の
所
有
を
め
ぐ
る
こ
と
を
主
題
と
す
る
古
文
書
で
は
、
や
は

り
、
領
掌
は
、
土
地
の
所
有
に
つ
い
て
使
わ
れ
て
い
る
し
、
ま
た
、
文
明
本
節

用
集
の
例
も
あ
り
、
領
掌
の
意
味
変
化
と
し
て
は
と
ら
え
難
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。　

リ
ャ
ウ
シ
ャ
ウ
が
リ
ョ
ウ
ジ
ヤ
ウ
と
た
っ
た
音
の
変
化
が
、
す
で
に
、
リ
ョ

ウ
ジ
ャ
ゥ
で
あ
っ
た
領
状
と
、
そ
の
発
音
の
面
で
区
別
が
っ
き
が
た
く
な
り
、

領
と
い
う
共
通
す
る
漢
字
を
も
媒
介
と
し
て
、
領
掌
が
、
領
状
と
あ
る
べ
き
と

こ
ろ
に
も
使
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
領
掌
が
承
諾
す
る
意
味
へ
と
意
味
変
化
を
お

こ
し
た
か
の
よ
う
に
み
ら
れ
る
結
果
を
生
じ
た
の
で
あ
る
。



　
　
　
　
五

　
複
製
刊
行
さ
れ
て
い
る
下
学
集
、
節
用
集
の
類
を
調
査
す
る
と
、
領
掌
が
掲

載
さ
れ
ず
に
領
状
の
み
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
実
用
的
な
も
の
で
は
た

か
っ
た
と
さ
れ
る
合
類
節
用
集
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
領
掌
が
掲
載

さ
れ
、
領
状
の
な
い
も
の
は
、
運
歩
色
葉
集
、
天
正
一
七
年
本
節
用
集
、
天
正

一
八
年
本
節
用
集
、
弘
治
二
年
本
印
度
本
節
用
集
、
温
故
知
新
書
、
和
漢
通
用

集
、
元
和
三
年
版
下
学
集
、
伊
京
集
、
黒
本
本
節
用
集
、
饅
頭
屋
本
節
用
集
な

ど
一
七
本
に
の
ぼ
る
。

　
以
上
の
点
か
ら
す
れ
ぱ
、
文
明
本
で
、
〈
或
作
領
掌
Ｖ
と
さ
れ
て
い
た
領
掌

が
、
い
わ
ぼ
、
本
家
で
あ
る
領
状
を
し
の
い
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
節
用
集

で
は
、
意
味
・
用
法
は
不
明
で
あ
る
が
、
同
時
代
の
文
献
か
ら
、
人
次
は
、
承

諾
す
る
意
味
で
の
リ
ョ
ウ
ジ
ョ
ゥ
の
表
記
に
、
領
掌
を
あ
て
て
い
た
こ
と
に
な

る
。
日
葡
辞
書
は
、
霞
ｇ
◎
に
、
く
篶
胴
◎
を
語
釈
と
し
て
用
い
て
お
り
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
で
「
同
意
す
る
こ
と
」
（
邦
訳
日
葡
辞
書
）
と
し
て
い
る
。

　
た
だ
、
和
漢
通
用
集
の
注
文
に
は
、
〈
所
知
の
安
堵
Ｖ
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
、

領
掌
の
古
文
書
で
の
用
法
で
あ
り
、
辞
書
の
持
つ
規
範
的
た
性
格
が
出
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
付
訓
は
、
「
り
や
う
じ
や
う
」
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
の
書
言
字
考
節
用
集
に
は
、
「
領
承
」

の
表
記
が
み
え
る
。

　
　
　
　
　
漢
語
の
変
容

　
　
　
　
レ
ウ
１
　
　
　
　
レ
ウ
ジ
ロ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
９

　
　
　
ゆ
領
解
－
承
曲
礼
注
所
レ
謂
承
領
義
全
－
納
（
巻
八

　
　
　
　
レ
）

領
解
、
領
承
、
領
納
と
い
う
配
列
は
、
印
度
本
節
用
集
の
弘
治
二
年
本
、
天
正

一
七
年
本
節
用
集
に
み
え
る
領
解
、
領
掌
、
領
納
と
同
じ
配
列
で
あ
り
、
書
言

字
考
節
用
集
の
領
承
は
、
あ
る
い
は
、
領
掌
と
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
、
領
承
と
改

変
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
領
承
と
あ
る
江
戸
時
代
の
例
で
、
確
認
で
き
た
も
の
は
、
近
松
半
二
の
本
朝

　
　
ゆ

廿
四
考
の
目
本
国
語
大
辞
典
が
引
用
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
＠
名
将
の
；
百
心
魂
に
徹
し
ハ
上
ア
畏
リ
奉
る
と
。
即
座
の
領
承
弓
矢

　
　
　
　
の
誓
目
（
一
二
）

し
か
し
、
他
の
箇
所
で
は
、
領
掌
の
例
も
あ
り
、
領
承
に
固
定
し
て
い
た
と
い

う
わ
げ
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
へ
ん
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
や
う
じ
や
う

　
　
　
ゆ
片
時
も
早
く
罷
越
せ
。
は
っ
と
領
掌
。
文
箱
携
へ
塩
尻
さ
し
て
急
ぎ

　
　
　
　
行
く
。
　
（
四
）

な
お
、
佐
藤
喜
代
治
氏
に
ょ
っ
て
、
橋
本
左
内
の
書
簡
に
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ

　
　
　
＠

れ
て
い
る
。

　
大
目
本
国
語
辞
典
は
、
醒
睡
笑
の
く
心
得
た
り
と
領
承
せ
し
が
Ｖ
（
巻
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

を
引
く
が
、
静
嘉
堂
文
庫
本
は
く
領
掌
Ｖ
、
内
閣
文
庫
本
は
く
領
状
Ｖ
と
あ
り
、

寛
永
版
に
は
該
当
す
る
説
話
が
た
い
。
ま
た
、
同
辞
典
は
、
曽
我
物
語
の
く
領

承
し
て
叶
は
じ
と
思
は
ぱ
、
後
に
辞
退
す
る
ま
で
ぞ
Ｖ
（
巻
五
　
三
浦
与
一
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一



　
　
　
　
　
漢
語
の
変
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

頼
む
）
を
引
く
が
、
南
葵
文
庫
本
は
、
仮
名
書
き
で
、
「
り
や
う
し
や
う
」
、
貞

　
　
＠
　
　
　
　
　
　
＠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

享
四
年
、
元
禄
一
四
年
の
版
本
も
仮
名
書
で
あ
る
。
真
名
本
は
、
領
状
と
た
っ

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
本
文
の
確
認
が
で
き
て
い
た
い
例
で
あ
る
が
、
　
『
平
家
物
語
集
解
』
は
、
巻

六
で
、
〈
領
掌
杓
け
〃
伽
又
領
承
ト
モ
書
Ｖ
と
あ
り
、
校
注
目
本
文
学
大
系
は
、

巻
十
二
の
本
文
に
く
領
状
Ｖ
あ
る
箇
所
の
頭
注
に
、
〈
一
本
「
領
承
」
Ｖ
と
し

て
い
る
。
な
お
、
高
野
辰
之
氏
蔵
本
を
底
本
と
し
た
岩
波
文
庫
の
巻
六
に
領
承

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

が
あ
る
が
、
原
本
は
、
領
状
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
、
留
意
し
て
お
く
べ
き
点
は
、
江
戸
時
代
の
領
掌
（
領
状
・
領
承
）

は
、
口
頭
語
で
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
点
で
あ
る
。
西
鶴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

の
好
色
物
、
町
人
物
、
近
松
門
衛
門
の
世
話
物
に
は
現
わ
れ
匁
い
の
で
あ
る
。

近
松
の
も
の
で
も
、
時
代
物
に
は
一
例
（
平
家
女
護
島
）
み
え
る
。
ま
た
、
＠
、

ゆ
の
例
も
文
語
的
表
現
で
あ
り
、
同
じ
近
松
半
二
の
作
品
で
も
、
〈
子
細
は
し

ら
ね
ど
心
得
ま
し
た
。
　
ハ
ッ
ァ
早
速
の
御
承
知
黍
し
Ｖ
（
近
江
源
氏
先
陣
館
）

の
よ
う
に
、
領
掌
と
同
義
の
承
知
が
使
わ
れ
て
い
る
表
現
と
比
べ
る
と
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

差
は
明
ら
か
で
あ
る
。
江
戸
の
後
期
に
は
、
承
知
が
勢
力
を
得
て
い
た
よ
う
で

あ
り
、
黄
表
紙
に
は
頻
出
す
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
領
承
は
、
明
治
、
大
正
の
表
記
へ
と
つ
た
が
っ
て
い
く
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

で
あ
る
。
し
か
し
、
領
掌
の
生
命
も
長
く
、
『
和
英
語
林
集
成
第
三
版
』
、
『
和

英
い
ろ
は
辞
典
』
に
は
、
領
掌
が
み
え
る
。
た
だ
、
前
者
（
明
治
一
九
）
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二

塚
ｇ
ｏ
で
あ
り
、
後
者
（
明
治
一
八
年
初
版
。
明
治
二
十
年
第
二
版
）
は
、

「
リ
ョ
ウ
シ
ョ
ウ
ス
ル
」
と
あ
っ
て
、
正
濁
の
違
い
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
明
治

二
十
年
頃
は
、
飛
田
良
文
氏
に
よ
る
と
、
連
濁
の
失
わ
れ
る
漢
語
が
多
く
な
る

　
　
　
　
　
　
　
＠

と
い
う
時
期
で
あ
り
、
領
掌
も
そ
の
中
の
ひ
と
っ
な
の
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
明
治
三
六
年
の
高
橋
五
郎
の
『
和
漢
雅
俗
い
ろ
は
辞
典
』
で
は
、

「
り
や
う
し
よ
う
〔
す
る
〕
」
の
項
に
、
領
承
を
あ
て
て
い
る
。
書
言
字
考
節

用
集
の
例
と
比
較
す
る
と
、
こ
れ
も
ま
た
、
連
濁
を
失
っ
て
い
る
。
領
承
は
、

『
辞
林
』
（
明
治
四
四
年
初
版
　
明
治
四
四
年
改
訂
版
）
に
も
み
え
、
『
類
語
大

辞
典
』
（
明
治
四
四
）
は
、
「
う
げ
た
ま
は
る
」
の
類
義
語
と
し
て
領
承
を
掲
げ

て
い
る
。
ま
た
、
参
照
項
目
と
し
て
も
、
領
承
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。

　
現
在
で
は
、
了
承
、
諒
承
の
表
記
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
　
『
目
本
国
語
大

辞
典
』
に
よ
れ
ぱ
、
す
で
に
、
坪
内
道
遥
、
北
村
透
谷
の
作
品
に
出
て
く
る
。

明
治
以
降
の
リ
ョ
ウ
シ
ョ
ウ
の
表
記
の
流
れ
も
扱
う
予
定
で
い
た
が
、
問
題
が

複
雑
に
た
る
の
を
お
そ
れ
、
本
稿
で
は
、
江
戸
時
代
ま
で
を
対
象
と
し
、
明
治

以
降
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
他
目
を
期
し
た
く
思
う
。

六

　
漢
語
の
変
容
と
い
う
テ
ー
マ
の
下
で
、
領
掌
を
対
象
と
し
た
の
で
あ
る
が
、

副
題
の
「
領
掌
の
場
合
」
は
、
あ
る
い
は
、
　
「
領
状
の
場
合
」
と
す
べ
き
で
あ

っ
た
か
も
し
れ
た
い
。
す
な
わ
ち
、
意
味
の
側
か
ら
い
え
ぱ
、
領
状
の
「
承
諾



す
る
」
を
領
掌
も
領
承
も
引
き
っ
い
で
い
る
こ
と
に
た
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か

し
、
領
状
は
、
い
わ
ば
、
受
身
で
あ
っ
て
、
領
掌
の
方
か
ら
の
進
出
を
受
け
、

自
分
自
身
は
、
意
味
の
み
残
し
て
消
滅
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
領
掌
の
側

か
ら
考
察
し
て
み
た
の
で
あ
る
。

○
佐
藤
武
義
氏
「
．
和
製
漢
語
の
成
立
過
程
と
展
開
－
「
を
こ
」
か
ら
「
尾
籠
」
へ

　
１
」
（
文
芸
研
究
６
５
）

　
　
拙
稿
一
一
和
製
漢
語
『
焼
亡
』
に
つ
い
て
Ｌ
（
春
日
丘
論
叢
２
３
号
）

　
拙
稿
－
真
福
寺
本
将
門
記
に
み
え
る
漢
語
『
恩
漢
』
に
つ
い
て
の
覚
書
き
」
（
大

　
阪
私
立
短
大
協
会
報
告
集
２
０
集
）

　
　
正
宗
敦
夫
氏
編
の
索
引
所
載
の
検
索
頁
数

　
　
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
（
八
木
書
店
）

　
　
石
塚
晴
通
氏
『
図
書
寮
本
日
本
書
紀
本
文
篇
』
（
美
季
出
版
杜
）

・
一
鰯
国
史
大
系
一

ｃ
　
古
典
保
存
会
複
製
本

＠
　
注
　
に
同
じ

＠
　
貴
重
古
典
籍
刊
行
会
複
製
本

＠
一
籍
墨
大
系
・

・
・
槻
史
料
大
成
一

＠
川
瀬
一
馬
氏
蔵
本
、
二
巻
本
、
十
巻
本
（
伊
呂
波
）
は
、
『
古
辞
書
叢
刊
』
複
製
本
に
、

　
三
巻
本
は
、
中
田
祝
夫
・
峰
岸
明
『
色
葉
字
類
抄
研
究
並
び
に
索
引
』
に
、
世
俗
字

　
類
抄
は
、
天
理
図
書
館
蔵
本
の
写
真
に
、
各
々
拠
っ
た
。

＠
　
高
山
寺
資
料
叢
書
第
七
冊
所
収
の
翻
刻
本
文
。

＠
　
汲
古
書
院
刊
行
の
複
製
本

＠
　
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
所
引

　
　
　
　
　
漢
語
の
変
容

＠
　
目
本
教
科
書
大
系
第
二
巻
（
講
談
杜
）

◎
　
汲
古
書
院
刊
行
の
寛
永
版
の
複
製
本

＠
　
陽
明
叢
書
（
同
朋
舎
）

＠
　
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
（
八
木
書
店
）

ゆ
　
貴
重
古
典
籍
叢
刊
（
角
川
書
店
）

ゆ
泉
基
博
『
十
訓
抄
本
文
と
索
引
』
（
笠
間
索
引
叢
刊
）

＠
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
所
蔵
の
総
杜
大
神
宮
文
書
の
複
製

＠
　
図
書
寮
叢
刊
（
明
治
書
院
）

＠
古
典
研
究
会
叢
書
（
汲
古
書
院
）

＠
勉
誠
杜
刊
の
複
製
本

＠
　
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
紙
焼
写
真

ゆ
　
注
＠
に
同
じ

ゆ
古
典
資
料
類
従
（
勉
誠
杜
）

＠
　
注
ゆ
に
同
じ

ゆ
　
陽
明
叢
書
『
平
治
物
語
・
男
徳
記
』
解
説
二
八
頁

＠
　
注
＠
に
同
じ

ゆ
　
古
辞
書
大
系
（
勉
誠
杜
）

ゆ
　
『
中
世
法
制
資
料
集
』
第
三
巻

ゆ
　
注
＠
に
同
じ

＠
　
『
抄
物
資
料
集
成
』

ゆ
　
日
本
古
典
全
書

ゆ
　
『
国
語
語
彙
の
歴
史
的
研
究
』
（
明
治
書
院
）
二
九
七
頁
。

　
の
関
係
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
ら
れ
る
。

＠ゆ
＠
＠
岩
淵
匡
他
篇
・
醒
睡
笑
議
離
本
文
篇
一
一
笠
問
書
院
一

未
刊
国
文
資
料

　
大
阪
府
立
図
書
館
蔵

な
お
、
領
掌
、

六
三

領
状
と



　
　
　
　
　
漢
語
の
変
容

ゆ
注
ゆ
に
同
じ

＠
　
未
刊
国
文
古
註
釈
大
系

ゆ
笠
間
影
印
叢
刊

＠
　
近
松
の
世
話
物
に
つ
い
て
は
、
小
松
寿
雄
「
近
松
浄
瑠
璃
の
語
彙
　
世
話
浄
瑠
璃

　
の
漢
語
」
（
『
目
本
語
の
語
彙
』
第
五
巻
所
収
）
参
照
。

＠
　
『
江
戸
語
大
辞
典
』
は
、
「
承
知
合
点
　
承
知
木
か
ち
か
ち
　
承
知
あ
わ
わ
　
承
知

　
之
助
　
承
知
ず
く
」
を
掲
げ
る
。

ゆ
　
講
談
杜
刊
行
の
複
製
本

＠
　
『
国
語
学
大
辞
典
』
八
六
三
頁
三
段
目

特
に
注
記
し
た
か
っ
た
文
献
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
の
本
文
に
拠
っ
た
。

六
四
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